
これからの教育環境を考えるワークショップ【第4回】説明概要 

梅南津守小学校 いまみや小中一貫校 

学
校
の
こ
と 

・もっとも遠いところから通学している児童はどれくらい
遠いですか？遠距離通学者への配慮は？（特に交通安全対
策） 

・交通量の多い道路を渡らなければいけないため、事前に何度か実際の通
学路を通る練習を⾏った。 
・地域・保護者の⾒守り活動（毎⽇） 
・地域、警察、区役所と連携し、新たに路側帯を設置。（路側帯の設置に反
対する地域住⺠もいたが、連携機関・地域で話し合い調整した。） 
・ミマモルメ（登下校通知システム）の導入。 
 

・校区は⼤阪市内全域、ほとんどが⻄成区内、区外でいえば、都島・城東
区からの通学。 
・ソフト⾯で、不法投棄対策として早朝のごみ収集（環境事業局と連携）、
放置⾃転⾞対策としてパトロール強化（区役所）、防犯パトロールの強化
（警察署）に取り組んだ。 
・ハード⾯では、防犯灯の設置、歩道の設置、中央分離帯を撤去し信号機
を設置した。 
・通学時、中学生が小学生の面倒をみている。 
・ミマモルメ（登下校通知システム）の導入。 

・校区が広がることにより、今まで校区外だった所も⾏け
るようになり⾏動範囲が広がることについての対策はさ
れましたか？ 

・保護者への啓発、情報発信（交通事故等）を頻繁に⾏っている。 ・校区は大阪市全域のため、校区という言い方はあえてしていない。寄り
道はしない、家のルールを守る、いつ・誰と・どこへをきちんと伝える、
ということを指導している。 

・学校により取組みが違ったり、⺠族学級などを活かしま
とめることはできましたか？ 

・さまざまな「違い」は当然あるが、基本的には両校の文化を尊重する観
点で、児童の交流を⾏ったり、職員の顔合わせや連絡会を実施し、あせ
らず時間をかけて話をすり合わせていった。 

・⺠族学級がない学校もあったが、新たな学校で取組んでいく⽅向で進め
ている。 
・⼩中学校で使⽤する⽤語が異なることもある（例えば、講堂と体育館）
ので話合いながら合わせていった。 
・新学校がスタートしてからアンケートを実施し、２学期以降にもらった
意⾒を活かしていく予定である。 

・中学 1年⽣は今は⼀番下の学年で先輩や教員の⽬がある
が、小中一貫校で一緒になった時に、小学生に対して嫌が
らせや、悪い⾏為への引き込みなどはないですか？ 

 ・懸念していたが、そういった⾏動はなく、休み時間に運動場で遊んでい
る⼩学⽣を中学⽣が優しい⽬で⾒守っている姿が⾒られる。 

・小学校と中学校では授業時間が違うが、小中一貫校では
チャイムを鳴らす時どうされていますか？ 

 ・校舎の工事があったため、「小学校のみ」・「中学校のみ」・「小中両方」の
３つの回線を新設。 
・校舎で鳴らし分けしている。 

・統合の小学校の生徒数規模による、PTA役員、実⾏委員
に対しての配慮は？（別の区では４つの小学校の役員、実
⾏委員の配置に苦労しているところもあると聞いた） 

 ・PTA副会⻑は複数⼈置くこととし、役員は全ての旧学校より平等に選出
した。 

地
域
の
こ
と 

・小学校区=連合町会という単位で小学校の統合を考えてい
ますが、分割して統合するという案も考えていましたか？ 

・小学校区単位での統合を基本として検討した。  

・学校がなくなった地域（町会）はどうなりましたか？以
前とはどう違いますか？違わないですか？ 

・今までどおり。それぞれの地域で活動している。  

・旧小学校区の地域（町会）との交流はありますか？ある
場合は具体的にどのような形で⾏っていますか？ 

 
 

・地域⾏事について、その地域の⼦どもだけでなく、元の校区に関係なく
参加できるようにしてもらえている。 
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懸 

念 

事 

項 

・統合する際、別の小学校と統合する選択もありましたか？
（例えば別の中学校区など、また、区役所が案を事前に用
意していたのか、いなかったのか？） 

・旧津守小学校が旧梅南小学校に統合されるということで話し合いを進め
た。 

・H22年 3月に３小学校が統合する案が出たがそれ以降話がなく H24年
に突然4校が統合し小中一貫校となる案が出て、統合に向けて調整した。 

・（統合まで）課題だと感じていたこと、それにどう対応し
たか、まだできていない事は？ 

・新しい学校の校名の決定に時間を要した。 
・通学の安全確保が懸念事項であった。学校、保護者、地域、教育委員会
事務局、区役所ほか関係機関が連携して対応してきた。さらなる安全確
保に向け現在も引き続き取組んでいる。 
・小学校がなくなったら選挙時の投票所はどうなるのか？災害時の避難所
は？など、いろいろな問題がこれからもでてくるかと思う。 
・全員が統合に賛成にはならない。最終的には地域で子どものために話し
合いをした。 

・統合前にどれだけ打合せしても形になっておらず、新しい学校になり新
しいスタッフになって初めて議論していくこととなった。 
 ・統合にあたり、もっとも懸念されていたことはなにか、

最も配慮されたことは何ですか？ 

・学校統合するのに一番問題となったことは何ですか？ 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

・統合にあたり、どのようなスケジュールで、どのような
メンバー構成で準備を進めていったのか。具体的に時系列
で聞かせてほしい。 

・１年間で閉校し、平成27年4月に開校した。 
詳しくは、当日配付資料２（差替え版）「⼤阪市⽴梅南津守⼩学校 統合
へ そして…統合してから…」スライド6ページを参照。 

・平成24年度末から話し合いを開始した。 
詳しくは、当⽇配付資料３「いまみや小中一貫校 実際に学校統合を通
じて…」スライドページ4を参照。 

跡
地 

・統合されてしまった学校の跡地利⽤はどうされますか？
どうなりますか？ 

・教委と⽉１回程度話し合いの場を持ち、今まで使⽤していた地域⾏事に
ついてはこれからも使⽤できる許可をもらった。ただし、新しい⾏事は
使⽤不可。 
・跡地利⽤実⾏委員会を⽴ち上げて、教育委員会に閉校前から要望をあげ
た。 

・旧萩之茶屋⼩は未決定。 
・旧今宮小は講堂・運動場は地域で使用することとなった。校舎は売却の
予定ではないか。 
・旧弘治⼩は、地下は元々駐輪場となっており、校舎には、生活指導サポ
ートセンター（個別指導教室）が設置されている。 

そ
の
他  

・統合する前には想定されていなかったエピソード等あれ
ば聞かせて下さい。 

・閉校後の学校跡地において地域イベント実施時、水道・電気は使用でき
るが、ガスは安全面からガス栓が閉じられており使用できない。また、
ごみの収集もないので集配の手配をしなければいけなかった。 
・学校⾏事と地域のお祭りが重なった。地域で話し合い、お祭りの⽇程を
１日ずらした。 

・施設一体型であるので⾃校調理の給⾷を中学⽣が⾷べているが、評判が
よく、給食のご飯が足りないのでどうにかならないかという保護者から
の意⾒もある。 
・⼩中分けずに１つのＰＴＡとして設⽴する⽅向で、統合１年以上前から
４校のＰＴＡ会⻑と話し合いを重ねてきた。 
・新しい規約などについても何度も検討し、各校のＰＴＡ臨時総会で可決、
決定した。 
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そ
の
他 

・統合前と統合後のいろんな⽴場の⽅々（保護者、地域住
⺠、児童⽣徒、教員など）のメリットやデメリットを聞か
せてほしい。 

・（児童）友達が増え、もまれる経験ができる 
・学校統合後の児童の感想文紹介 
  ・友達ができるか心配であったがたくさん増えて嬉しい、これからも

友達を⼤切にしたいと思っている。 
・新しい友達と気が合うか不安だったけど、仲良く遊べて楽しい。人
数が増えてケンカすることもあったが、一緒に話をしていくうちに
ケンカも少なくなって、ワイワイ仲良くできて嬉しい。 

・最初はいやだった（緊張した）。だけど、いきいき教室や遠足で友達
がいっぱいできて良かった。 

 
 

・保護者 
（メリット）相談をもちかけられる先生が増えるのではないか。 
（デメリット）家と学校との距離が⼤きくなり何かと不便になるのではな
いか。 
・地域住⺠ 
（メリット）新しい学校で複数地域が混じり合うことでより多くの皆さん
と知り合えること。 
（デメリット）学校周辺地域の出店規制がなくなる。 
・児童生徒 
（メリット）少ない人数でできないことも、人数が多くなればできること
も。複数学級あればクラス対抗ができる。また、人間関係の固定化を防
げる。友達が増える。 
（デメリット）先生一人あたりがみる子どもの数が多くなる。少ない人数
であれば⽬が⾏き届くけれども、⼦どもからみれば、先⽣の⽬が⾏き届
くということはずっと先⽣に⾒られてる感を感じることにもつながるの
ではないか。 
・教員 
（デメリット）１学年１学級の担任であれば⾃動的にその学年主任となり、
学年全体の責任を持つこととなり、また、学年について相談する相⼿がい
ない。教員の負担感が大きくなるのではないか。 
 
捉えようによってはどちらもメリット・デメリットとなるのではないかと
思う。 
 


